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研究成果の概要 

本研究では、光と化学添加剤を用いた協働分解反応を開発し、高分子材料中に導入すること

で、高感度な光分解性に基づく低環境負荷材料や高機能材料でありながらも、自然光の下でも長

期にわたって利用可能な安定材料を実現する。本年度は、酸・光協働分解材料を機能性材料とし

て利用することを指向して、エラストマー材料・発光材料・光重合材料へと応用した。 

まずジピレニルケイ素化合物を架橋点とするエラストマー材料は、白色光の照射や、加熱環境

下に伏した場合でも、材料の力学物性はほぼ変化せず、高い熱・光耐久性を有することが確認さ

れた。 一方で、この光の下でも長く使えるエラストマー材料が、酸の溶液下で UV光を照射する

と、協働的な反応によって分解可能であることが明らかとなった。 

 次に、光の下で使う機能の１つとして、ピレン誘導体におけるモノマー発光とエキサイプレック

ス発光の比率を制御し、様々な発光色を示す発光材料を得ることに成功した。一方で、この発光

材料は、酸と光を作用させると速やかに分解することが可能であった。したがって、光励起に基づく

機能性材料に対して、光と酸を用いた協働的な分解・加工という新しい材料制御法を付与できるこ

とが示された。 

さらに、協働分解材料における光技術との融合として、光重合との両立を行った。光重合反応

は、光造形技術にも応用される有用な材料成形技術であるものの、光重合と光分解は、結合の生

成と切断という 2つの反応性が競合するため、これまで両立は困難とされてきた。そこで、ジピレニ

ルケイ素架橋剤を用いた光重合反応によって構築したネットワーク材料に対して、光重合と同一の

波長光を用いた協働分解性に関して評価した。材料に塩酸を導入した場合は、光照射によって貯

蔵弾性率が大きく低下した一方で、酸が存在しない条件では光照射下でも貯蔵弾性率が変化し

なかったことから、光重合材料に対する光・酸協働分解性が実現した。 
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